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第1658回例会　令和5年5月9日（火）

2022-2023 国際ロータリーのテーマ

IMAGINE
ROTARY

2022-2023 RI会長
ジェニファー E.
ジョーンズ

＜カナダ（オンタリオ州）＞

平澤理会長■ 会長談話
　5 月皐月、陽射しが明るさを増し、山笑う若葉の緑が目にまぶしい月です。爽やか
な風に葉っぱの匂いが乗り、「風薫る」季節がやってきました。「皐月」は田んぼに早
苗を植える月という意味の「早苗月」が詰まって「さつき」となったという説が有力です。
農作業も本格的になる頃です。
　さて、5 月 9 日はアイスクリームの日です。夏に向けてアイスクリームのシーズン

を迎える日として、1964 年に始まった記念日。日本アイスクリーム協会が、アイスクリームを広めようと、
施設や病院などに寄贈したことなどに由来しています。立夏が過ぎて、日に日に気温が上がり、アイスクリー
ムを食べたくなる時期の記念日として、この日に制定されたそうです。
　昔は「あいすくりん」と呼ばれました。明治 2 年（1869 年）に日本で初めて製造されたアイスクリーム
の名称です。横浜馬車道通りで販売が始まり、文明開化の波に乗って国内に広まったそうです。
　アイスクリームを初めて食べた日本人は、江戸末期に渡米した使節団で、日記には「口中に入るるに忽ち
溶けて、誠に美味なり」とあり、おいしさに驚嘆した様子が伝えられています。

■ 点　鐘 12：30

君が代・奉仕の理想・四つのテスト　　　平澤理ソングリーダー■ ソング  

・支援留学生　　ヘーラタ  ムディヤンセーラーゲ  ダッミカ  マノージャ  グナワラダナ 様
・米山奨学生　　アミン エムディ アル 様

■ ゲスト・ビジター紹介

■ 慶　祝

5月誕生祝い
・清水吉治会員　・藤澤健二会員　・太田明良会員　・笹川星哉会員　
・橋場正尚会員　・井上修会員　・千野康幸会員　・宮澤友浩会員



杉本德治幹事　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

杉本德治幹事

１．次年度RLI（ロータリーリーダーシップ研究会）受講者について
２．5月の行事予定とメイクアップ扱いについて
３．その他

■ ニコニコボックス

◆平澤理

◆杉本德治

◆田中真人

◆池上幸平

◆井上修

◆肥沼光彦

皆さんはこの連休中どの様に過ごされましたか。私は家族で温泉に行ってきました。蓼科
の「親ゆ」です。ほとんどのスタッフが外人でびっくりしました。
お誕生日の皆さん、おめでとうございます。
5月8日からコロナ感染症の分類が2類から5類へと変更になりました。早々に6回目のワク
チン接種の案内が来ました。接種日は6月3日です。これからは対面での例会になります
が、コロナが終息したわけではありませんので暫くは、「かからない」「うつさない」を
心がけて生活していきましょう！！
支援留学生ダッミカ様・米山奨学生アミン様、本日はお越しいただきありがとうございま
す。そして、5月誕生月の皆様、おめでとうございます。
ゴールデンウイーク前にコロナに罹ってしまい、休みが台無しになってしまいました。
第5類になりましたが皆様気を付けてください。
中央病院の定期検査で、アルブミン値が 4.6 異常に高いと女医がケラケラ笑いました。小川
先生曰く。我々の年齢だと 2.0 後半～ 3.0 とか。小川先生に献血しなさいと言われました。
午前中、箕輪町長との間で再生エネルギー電力の地産地消を進める連携協力協定に調印し
てきました。

■ 委員会報告

■ 理事会報告

・4月16日（日）第30回インターアクト地区研修・協議会の報告　　　井上修青少年奉仕委員長
　首題の件、4 月 16 日に松商学園高等学校をホストとしてウェブ開催されました。参
加は 9校（2 校は不参加で PPT で発表）。地区委員の方々も参加されていて 43 名のア
カウントがありました。各校の発表では伊那西高校も堂々と留学生交流会・伊勢の研
修（とにかく寒くて大変でしたと皆の共感を呼んでいました）等を発表されました。
　番外編・・顧問の飯田先生より・インターアクトクラブの説明会には新入生 10 名

が来たようです。入会が待たれます。

次頁へ続く

　同会終了後、顧問教師の会があり、駒ケ根市で開催さ
れる RYLA への出席、今後の松本第一高校の第 30 回 イ
ンターアクト地区大会への参加の呼びかけがありました。



会員数46名   出席免除会員5名   長欠会員1名   本日出席者28名 　事前メイク1名   
出席率72.50％   前回出席率 修正なし

■ 出席報告

⑧米山奨学部会　　三澤俊明 次期米山奨学委員長
　4/9 オンラインで開催された地区研修・協議会の「次期米山奨学部会」では各クラ
ブの米山奨学制度の現状について協議がされました。
　出された意見としては「近隣に留学生を受け入れるような学校もないため、奨学制
度自体が困難」といった意見もあり、我々のように車で数分の場所に信州大学がある
立地からしたらかなり温度差を感じました。

　尚、後日配られたアンケート調査には伊那中央 RC としては従来通り米山奨学制度に賛同し、引き続き世
話クラブとして奨学生を受け入れる旨、回答しておきました。

前回の続き■ 地区研修・協議会の報告

・4月16日（日）第30回インターアクト地区研修・協議会の報告　　　井上修青少年奉仕委員長
　首題の件、4 月 16 日に松商学園高等学校をホストとしてウェブ開催されました。参
加は 9校（2 校は不参加で PPT で発表）。地区委員の方々も参加されていて 43 名のア
カウントがありました。各校の発表では伊那西高校も堂々と留学生交流会・伊勢の研
修（とにかく寒くて大変でしたと皆の共感を呼んでいました）等を発表されました。
　番外編・・顧問の飯田先生より・インターアクトクラブの説明会には新入生 10 名

が来たようです。入会が待たれます。

・4月16日（日）～17日（月）分水ロータリークラブとの親睦旅行の報告　　　熊谷健友好委員
　４月１６日（日）１７日（月）の２日間、分水ロータリークラブとの交流事業（親
睦旅行）に１４名で参加してきました。
　１６日は、朝８時から伊那バスを利用して分水まで行き、親睦桜の鑑賞、おいらん
道中の観覧（雨のため体育館で開催）、信濃川大河津資料館の見学を経て、寺泊で宿泊。
旅館「住吉屋」で分水ロータリークラブと合同例会を開催、分水ロータリークラブか

ら大変身に余る歓待を受けました。翌１７日は、寺泊中央物産市場で各々海産物を買い、帰路に着きました。
　来年は、分水ロータリークラブが伊那に来訪する計画でいますが、丁度分水ロータリークラブが創立５０
周年を迎えるため、どのように行うか（１年先に送るのかを含め）検討中ですが、今年歓待していただいた
以上に、盛大にお呼びしたいと思いますので、会員の皆様のご協力を宜しくお願い致します。

・「ロータリーの友」5月号紹介　　　澁谷恵二会員
P5　 　　  RI 会長メッセージ　「世界を変える行動人」と共感の心
P8. 9　　  伊勢崎銘仙をブランド化　伝統の布に新しい価値を添える
P14. 15　  42 日間のチャレンジ　高校生とロータリーをつないだ奉仕の心
P20　　　 小さな背中を目にして
P28　　　 決め手はスパイス

　　　　　　　　　  P34　　　 ポリオ根絶への貢献にとどまらない女性ポリオワーカーの意義
　　　　　　　　　  P57～ 60  この人を訪ねて　麻生菜穂美さん
　　　　　　　　　  P61～ 65  その可能性、開く？閉ざす？

次頁へ続く

　同会終了後、顧問教師の会があり、駒ケ根市で開催さ
れる RYLA への出席、今後の松本第一高校の第 30 回 イ
ンターアクト地区大会への参加の呼びかけがありました。



次回例会
5月 16 日（火）　点鐘／ 12:30　　場所／海老屋料理店

・クラブフォーラム「青少年奉仕委員会」伊那西 IAC活動紹介

■ 点　鐘 13：30

■ 現・次年度委員会の引継ぎと申し送り 各委員会で現年度から次年度への引継ぎ等が行われました。

⑨デジタル化推進部会　　　田中真人 次期デジタル化推進副委員長
　分科会は約３０名の参加で、上田六文銭 RC の合原委員長の進行で行われました。
議題は各 RC のデジタル化の現状報告と今後の活動についての意見交換が主な議題で
した。
　現状については、昨年の同時期と比べるとデジタル化に取り組む RC は増えている
ものの、当 RC と同様に会員間のデジタル化の参加に対して温度差があることが課題

であることが確認されました。
　また部会としては地区大会等のイベントにオンラインの運営を行うこと、各 RC のオンライン例会の推進
とサポート、情報共有のために月１回オンラインでの委員会を開催することを今後の活動方針として報告が
ありました。

⑪地区・公共イメージ向上委員会　　　小椋文成 次期地区公共イメージ向上委員
土屋委員長より事業計画の説明があった。
目的と目標
折井ガバナーから説明があった。会員数が 1850 名と減少傾向。予算・運営体制が一層の効率化が求められ
ている。選択と集中。その環境下でも広報活動をしっかりと行っていきたい。
蓄光法の在り方を再検証する。

重点事業
１．地区広報活動の活性化のために地区とクラブの連携ができる組織体制を検討する。
　　それぞれのクラブの事情があるが、どのように連携できるかを検討していく。
２．ポリオ根絶を最重点活動とする。地区全域にアピールするために広報していく。
　　メディアなどを含めて。
３．11月に計画されている地区大会支援。

具体的に委員会及び事業のスケジュールについて
各クラブと委員会の連携をするために委員会組織の存在意義とあり方を検討して集約していく。
ポリオ根絶を行うべく 10月に集中して「古着でワクチン」を中心とした広報活動を行う。
→より多くの方に関心を持ってもらうために、どういった時期に行うことが効果的かも検討する。
10月から 11月に、地区大会に合わせて一般参加の記念講演会を一般の方に呼びかけるとともに大会を盛り
上げるための広報活動を行う。
当日参加の地区委員会メンバー・各クラブの委員長などで意見を出し合いました。
以下出た意見になります。
　「早めに委員会として集合委員会を開催した方が良い。
　活動に負担を伴うものはやめてほしい。
　自分たちの会員がどのくらいロータリーについて知っているかが大きく影響するので入会 5年目までの会
　員への説明も役割として担っている。
　各クラブでやっている活動が自分たち自身でも知らないので、より広域で大規模に広報をしていった方が
　良い。」


